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人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
揖
斐
川

町
に
は
９
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま

す
。
私
た
ち
の
仕
事
は
次
の
３
つ
で
す
。

① 

相
談
に
の
る

悩
ん
で
い
る
人
た
ち
の
相
談
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

② 

力
を
貸
す

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
、
人
権
を
侵

害
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
、
法

務
局・地
方
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
、

調
査
・
処
理
に
携
わ
り
、
当
事
者
の
利

害
・
主
張
の
調
整
を
行
う
な
ど
、
事
案

の
円
満
な
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③ 

呼
び
か
け
る

一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
楽
し
く
生

き
る
権
利
を
、
み
ん
な
の
人
が
守
れ
る

よ
う
、
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

揖
斐
川
町
で
は
、
毎
月
１
回
、
水
曜
日

に
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す（
日
程
は

広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
）。
ま
た
、
お

急
ぎ
の
事
案
は
下
記
の
窓
口
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
、
相
談
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人権について人権についての悩みごとはの悩みごとは人権擁護委員人権擁護委員ににご相談ご相談ください！ください！
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令和元年度の決算をお知らせします
９月１日（火）から ９月８日（火）まで開催された令和２年第５回揖斐川町議会定例会において、

令和元年度一般会計、特別会計および企業会計の決算が原案のとおり認定されました。
令和元年度決算について皆さんにお知らせします。
令和元年度会計別決算の内訳

内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額
決　算　総　額 200億2,335万6,107円 193億2,011万9,304円 7億323万6,803円

一　般　会　計 148億4,943万601円 143億1,270万2,925円 5億3,672万7,676円
特　別　会　計 51億7,392万5,506円 50億741万6,379円 1億6,650万9,127円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 26億8,202万6,483円 25億6,913万7,708円 1億1,288万8,775円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億1,547万6,544円 3億1,116万7,269円 430万9,275円
国民健康保険直診勘定特別会計 7,799万8,776円 7,251万6,374円 548万2,402円
大 和 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,773万7,833円 2,121万9,838円 651万7,995円
𦙾 永 簡 易 水 道 特 別 会 計 2,177万7,594円 1,860万364円 317万7,230円
市 場 簡 易 水 道 特 別 会 計 1,338万9,135円 1,285万1,647円 53万7,488円
谷 汲 簡 易 水 道 特 別 会 計 8,036万5,235円 7,902万7,538円 133万7,697円
北 部 簡 易 水 道 特 別 会 計 1億3,261万8,410円 1億3,124万3,274円 137万5,136円
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8億2,435万6,792円 8億1,531万2,438円 904万4,354円
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 4億9,526万9,831円 4億9,725万893円 △ 198万1,062円
個 別 排 水 事 業 特 別 会 計 8,498万7,740円 7,927万6,562円 571万1,178円
町 営 住 宅 事 業 特 別 会 計 7,996万5,947円 7,029万9,026円 966万6,921円
杉原地域土地取得等特別会計 162万円 162万円 0円
徳山ダム上流域公有地化特別会計 1億4,914万5,196円 1億4,914万5,196円 0円
地 域 情 報 特 別 会 計 1億2,260万3,294円 1億2,178万8,077円 81万5,217円
小 水 力 発 電 事 業 特 別 会 計 3,773万9,681円 3,773万9,681円 0円
北 方 財 産 区 特 別 会 計 1,593万2,976円 931万932円 662万2,044円
大 和 財 産 区 特 別 会 計 540万2,758円 529万9,492円 10万3,266円
谷 汲 財 産 区 特 別 会 計 435万3,788円 393万8,950円 41万4,838円
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 60万9,213円 52万1,120円 8万8,093円
横 蔵 財 産 区 特 別 会 計 54万8,280円 15万円 39万8,280円

一般会計歳出
内　　訳 歳出額

議会費　議会の運営に 1億150万7,397円
総務費　一般的な事務に 24億6,240万296円
民生費　福祉の充実に 29億5,290万9,161円
衛生費　健康づくりや清掃に 12億7,748万9,468円
農林水産業費　農林業などの振興に 13億564万5,186円
商工費　商工業や観光の振興に 4億2,445万4,702円
土木費　道路や河川の整備に 11億1,919万4,506円
消防費　消防や防災に 6億2,279万7,099円
教育費　生涯学習や学校教育に 22億4,836万3,646円
災害復旧費 1億7,436万1,260円
公債費　借入金の返済に 16億1,236万204円
諸支出金 1,122万円
一般会計歳出総額 143億1,270万2,925円

議会費  0.7％

総務費
17.2％

民生費
20.6％

衛生費
8.9％

教育費
15.7％

諸支出金  0.1％

公債費
11.3％

災害復旧費
1.2％

商工費
3.0％

農林
水産業費
9.1％

土木費
7.8％

消防費
4.4％

一般会計
歳出総額

143 億 1,270 万
2,925 円

企業会計
内　　　訳 歳入決算額 歳出決算額

上水道事業会計（収益的） 2億6,068万4,937円 2億5,171万6,389円
上水道事業会計（資本的） 2億249万5,900円 2億8,081万42円

（注 1）公共下水道事業特別会計における歳入歳出差引不足額については、令和２年度歳入繰上充用金により補てんしました。

（注1）
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一般会計歳入
内　　訳 歳入額

自
主
財
源

町 税 41億2,018万486円
分 担 金 お よ び 負 担 金 9,799万6,444円
使 用 料 お よ び 手 数 料 1億306万2,637円
財 産 収 入 6,720万4,989円
寄 附 金 4,916万9,000円
繰 入 金 8億8,947万8,390円
繰 越 金 5億4,104万8,916円
諸 収 入 3億4,128万4,234円

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 1億6,739万3,015円
利 子 割 交 付 金 283万3,000円
配 当 割 交 付 金 1,128万9,000円
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 600万1,000円
地 方 消 費 税 交 付 金 3億8,980万9,000円
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 2,457万5,950円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 2,521万3,726円
環 境 性 能 割 交 付 金 747万5,000円
地 方 特 例 交 付 金 6,222万円
交通安全対策特別交付金 182万4,000円
地 方 交 付 税 46億5,038万円
国 庫 支 出 金 7億7,732万3,341円
県 支 出 金 9億9,656万8,473円
町 債 15億1,710万円

一般会計歳入総額 148億4,943万601円

一般会計
歳入総額

148億4,943万
601円

地方譲与税 利子割交付金
配当割交付金 株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金 ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金 環境性能割交付金
地方特例交付金 交通安全対策特別交付金

諸収入  2.3％

地方譲与税等
4.8％

繰越金  3.6％

繰入金
6.0％

寄附金
0.3％

使用料
および
手数料
0.7％

分担金および
負担金
0.7％

財産収入
0.5％

町税
27.7％

町債
10.2％

地方交付税
31.3％

県支出金
6.7％

国庫支出金
5.2％

依
存

財
源

 58.2％

自主財
源

 4
1

.8
％

車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
区
画
に
つ
い
て

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
よ
り
整
備
が
促
進

さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
障
が
い
の
な
い
人
が

駐
車
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ
る

人
が
駐
車
で
き
な
い
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

し
た
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、「
車
椅

子
使
用
者
用
駐
車
区
画
」
に
加
え
て
、
歩
行

困
難
な
方
が
利
用
可
能
な
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
区

画
」
を
設
け
、
こ
れ
ら
の
区
画
を
利
用
で
き

る
対
象
者
の
範
囲
を
設
定
し
、
条
件
に
該
当

す
る
希
望
者
に
利
用
証
を
交
付
す
る
「
ぎ
ふ

清
流
お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証
制
度
」
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

対
象
駐
車
区
画
を
必
要
と
す
る
方
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

障
が
い
の
あ
る
方
・
要
介
護
者
・
難
病
患

者
・
妊
産
婦
・
け
が
等
で
一
定
の
要
件
を
満

た
す
歩
行
困
難
な
方

■
利
用
証
交
付
申
請
窓
口

（
窓
口
で
の
申
請
）
揖
斐
県
事
務
所
福
祉
課

（
郵
送
で
の
申
請
）
岐
阜
県
地
域
福
祉
課

・
必
要
書
類

申
請
書
・
各
種
手
帳
等
状
況
確
認
書
類
・

本
人
確
認
書
類
（
代
理
人
申
請
の
場

合
）・１
４
０
円
分
の
返
信
用
切
手
（
郵

送
で
申
請
す
る
場
合
）

■
駐
車
区
画
の
設
置（
登
録
）

・�

商
業
施
設
等
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ス
ワ
ン

区
画
の
設
置
確
保
に
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

・�

登
録
方
法
は
「
駐
車
場
登
録
届
出
書
」
を

岐
阜
県
地
域
福
祉
課
へ
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・�

利
用
証
は
、
対
象
駐
車
区
画
に
駐
車
で
き

る
こ
と
を
必
ず
約
束
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
満
車
の
場
合
等
は
駐
車
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

利
用
証
は
、
駐
車
許
可
証
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
利
用
証
を
持
っ
て
い
な
い
方
で
あ
っ

て
も
、
こ
れ
か
ら
利
用
証
を
取
得
す
る
方

や
一
時
的
な
け
が
の
方
な
ど
、
必
要
な
場

合
に
は
対
象
駐
車
区
画
を
利
用
し
ま
す
の

で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
地
域
福
祉
課

　

制
度
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

℡
０
５
８
‒
２
７
２
‒
８
２
６
１　

０
５
８
‒
２
７
８
‒
２
６
５
１

メ
ー
ル　

c11219@
pref.gifu.lg.jp

  

「
ぎ
ふ
清
流
お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
制
度
」に
つ
い
て

▲�車椅子を常時
使用する方用
の利用証

▲�それ以外の
　�歩行困難な方用
の利用証
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℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

令
和
２
年
度
揖
斐
川
町

青
少
年
育
成
町
民
大
会
に
つ
い
て

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
い
、
揖
斐
川

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
に
よ
る「
令

和
２
年
度
揖
斐
川
町
青
少
年
育
成
町
民
大

会
」が
10
月
17
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
活
躍
の
場
と
し

て
位
置
付
け
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
そ

の
姿
を
見
て
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
無
観
客
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
各
種
表
彰
や
青
少
年
育
成
推

進
活
動
経
過
報
告
、
青
少
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
活
動
発
表
、
揖
斐
高
等
学
校
の
発
表

が
行
わ
れ
、
こ
の
様
子
は
、
11
月
中
旬
頃
に

い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、「
家
庭
の
日
」
啓
発
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
表
彰
者
と
全
応
募
作
品
の
紹
介
、

少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会
に
出
場
さ
れ
た
揖

斐
川
町
代
表
者
の
発
表
映
像
も
放
映
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

令
和
３
年
揖
斐
川
町

�

成
人
式
に
つ
い
て

令
和
３
年
１
月
10
日（
日
）
13
時
30
分
か

ら
、
揖
斐
川
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。
た

だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
か
ら
、
例
年
の
よ
う
に
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
は
な
も
も
で
の
開
催
で
は
な
く
、
式
典

を「
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
生
放
送
す

る
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
成
人
式
の
対
象
に
な
る
方
は
、
平

成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

揖
斐
川
町
で
は
、
令
和
２
年
９
月
18
日
現

在
で
町
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
と
、
平
成

27
年
度
に
町
内
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

へ
、
９
月
下
旬
に
成
人
式
の
案
内
状
を
お
送

り
し
ま
し
た
。

ま
だ
案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
は
お
早

め
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
９
月
18
日
以
降
に
揖
斐

川
町
へ
転
入
さ
れ
た
方
で
、
成
人
式
の
案
内

を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
お
早
め

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６
番
地

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　

賃　

１
６
，
２
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・

共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷
金
が
必

要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

11
月
２
日（
月
）
～
16
日（
月
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

令
和
２
年
12
月
下
旬
を
予
定

② 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

第
63
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
の
中
止

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、「
第
63
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会
」

は
本
年
の
開
催
を
中
止
し
、
令
和
３
年
12
月

５
日（
日
）
に
改
め
て
第
63
回
大
会
を
行
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
内

揖
斐
郡
体
育
協
会
事
務
局　

℡
４
４
‒
１
２
６
２

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

特
別
企
画
展

 

「
夜
叉
ケ
池
伝
説
」の
お
知
ら
せ

揖
斐
川
町
坂

内
と
福
井
県
の
境

に
あ
る
夜
叉
ケ

池
。
そ
の
夜
叉
ケ

池
に
は
村
を
守
っ

た
哀
し
き
姫
の
伝

説
と
美
し
い
自
然

が
あ
り
ま
す
。

夜
叉
ケ
池
の
物

語
絵
や
生
家
石
原
家
の
歴
史
資
料
お
よ
び
福

井
県
側
か
ら
の
取
り
組
み
等
を
民
俗
学
的
な

視
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
日
時　
11
月
14
日（
土
）～
12
月
20
日（
日
）

■
会
場　
第
一
展
示
室
・
第
二
展
示
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館　

℡
２
２
‒
５
３
７
３

�「坂内伝説�夜叉ヶ池」（桑原隆一氏）

「八丈岩�岩落し」（桑原隆一氏）
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子
育
て
応
援
団
11
月
プ
ロ
グ
ラ
ム「
親
子

で
山
歩
き
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
登
っ
て
、
歩
い
て
、
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
展
望
台
か
ら
は
、
街
並
み

が
一
望
で
き
る
。
親
子
で
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
体
験
で
き
る
よ
！

■
日
　
時
　
11
月
８
日（
日
）

	

９
時
～
12
時
ご
ろ

■
ス
タ
ー
ト
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場

	
	

※
雨
天
の
場
合
は
屋
内

■
対
　
象	

小
学
生
親
子　

先
着
10
組

■
参
加
費	

無
料

■
持
ち
物	

飲
み
物
・
タ
オ
ル
等

■
申
込
み
・
受
付
開
始

　

11
月
２
日（
月
）
８
時
30
分
～

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了
い
た
し

ま
す
。

子
育
て
応
援
団
で
は
密
に
な
ら
な
い

小
さ
く
て
楽
し
い
プ
チ
イ
ベ
ン
ト
を
毎

月
開
催
し
て
い
ま
す
。

12
月
13
日（
日
）
は「
親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト　

絵
本
に
出
て
く
る
ス

イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
」
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て

中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１

 

福
祉
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

■
テ
ー
マ

腰
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
介
護
技
術
講
習

■
開
催
日
時
　
11
月
17
日（
火
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

※
参
加
時
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
開
催
場
所

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｂ
ホ
ー
ル

■
内

容

腰
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
片
腕
一
本
で
で

き
る
介
護
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
根ね

津づ

良よ
し

幸ゆ
き

氏（
埼
玉
医
科
大
学
客
員
教
授
）
に
よ
る

実
践
を
交
え
た
講
習
で
す
。

＊
揖
斐
川
町
健
幸
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業

■
定
　
員　
20
人

■
参
加
費　
無
料

■
受
付
期
限　
11
月
16
日（
月
）

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

ク
リ
ニ
ッ
ク
Ｉ
Ｂ（
ア
イ
ビ
ー
）

℡
２
２
‒
０
１
１
２

　

受
付
時
間　

8
時
30
分
～
18
時

　
　
　
　
　
　

水
曜
・
日
曜
・
祝
日
休
み

	

担
当
：
黒
川

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
年
金
協
会

�

「
福
祉
講
座
」開
催
の
ご
案
内

日
々
の
暮
ら
し
の
支
え
と
な
る
年
金
制
度

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
　
時	

12
月
１
日（
火
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
会
　
場	

大
垣
情
報
工
房　

セ
ミ
ナ
ー
室

■
内
　
容（
年
金
制
度
説
明
会
）

①
年
金
の
請
求
、
年
金
受
給
中
の
手
続
き

と
届
け
出
に
つ
い
て

②
障
害
お
よ
び
遺
族
年
金
等
の
制
度
全

般
に
つ
い
て

■
定
　
員　
75
人（
先
着
順
）　

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
年
金
協
会（
ぎ
ふ
友
和
会
）

℡
０
５
８
‒
２
１
０
‒
２
６
１
１

 

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

県
内
の
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
、
８
月
末
現

在
で
認
知
件
数
90
件（
昨
年
比
＋
10
件
）、
被

害
額
が
１
億
３
０
２
４
万
円（
昨
年
比
－

５
８
２
８
万
円
）
と
、
被
害
額
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
認
知
件
数
に
つ
い
て
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
揖
斐
郡
３
町
に
お
け
る
ニ
セ
電
話

詐
欺
被
害
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
昨
年
は
大
野
町
と
池
田
町
で

そ
れ
ぞ
れ
１
件
の
発
生
が
あ
り
、
合
わ
せ
て

約
４
０
０
万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
の
特
徴
と
し
て
は
、
年
齢
65
歳
以
上

が
全
体
の
77
％
、女
性
が
75
％
、要
求
方
法
は
、

電
話
が
81
％
と
な
っ
て
い
ま
す

ま
た
、
こ
れ
ら
の
被
害
は
、
固
定
電
話
へ

の
着
信
が
被
害
の
入
り
口
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
の
８
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、着
信
前
に
相
手
へ
警
告
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
機
能
を
有
す
る「
自
動

電
話
録
音
警
告
機
」
の
設
置
や
在
宅
中
で
も

留
守
番
電
話
に
す
る
な
ど
、
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

し
か
し
、
電
話
に
出
て
被
害
に
遭
う
高
齢

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

▼「
オ
レ
オ
レ
、
だ
け
ど
…
」

　
　
　
　
　

⬆

無
関
係
名
前

 

「
あ
～
●
●
か
？
」
を
言
っ
て
み
る

▼「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」

　
　
　
　
　

⬆

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は

 

息
子
が
持
っ
て
ま
す
」

▼「
有
料
サ
イ
ト
料
金
が
未
納
で
す
」

　
　
　
　
　

⬆

「
パ
ソ
コ
ン
も
ス
マ
ホ
も

 

持
っ
て
い
ま
せ
ん
」

な
ど
と
言
う
と
、
犯
人
が
電
話
を
切
断
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
警
察
署　

℡
２
３
‒
０
１
１
０

子
育
て
応
援
団
11
月
プ
ロ
グ
ラ
ム

山や
ま
散さ
ん
歩ぽ

�
親
子
で
城
台
山
を
満
喫
し
よ
う
！
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寿
長
ご

さ
ん

9
月
の

廣
ひろ

瀬
せ

　きみゑ
え

 さん
95歳（乙原）

高
たか

橋
はし

　ふくゑ
え

 さん
95歳（小津）

所
ところ

　たきゑ
え

 さん
95歳（谷汲高科）

河
かわ

瀬
せ

　美
み

代
よ

子
こ

 さん
95歳（北方）

淺
あさ

野
の

　紋
もん

子
こ

 さん
95歳（谷汲深坂）

衣
え

斐
び

　トミエ さん
100歳（小島）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け

ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

芽
室
町
役
場
新
庁
舎
建
設
中
！

令
和
元
年
６
月
よ
り
新
庁
舎
の
工
事
が
開

始
さ
れ
、
現
在
も
庁
舎
完
成
に
向
け
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
庁
舎
は
昭
和
43
年
か
ら
運
用
が
開

始
さ
れ
、
今
年
で
52
年
を
迎
え
ま
す
。
現
庁

舎
の
老
朽
化
等
の
問
題
か
ら
新
庁
舎
建
設
が

進
め
ら
れ
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
11
月
号
で
は
新
庁
舎
の
新
し

い
設
備
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

新
庁
舎
に
は
庇
ひ
さ
し

機
能
が
つ
い
て
お
り
雨
に

濡
れ
ず
に
乗
り
降
り
で
き
る
、
お
も
い
や
り

駐
車
場
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
停
留
所
、
町

民
の
方
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
授
乳
室
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
体

の
不
自
由
な
方
も
利
用
し
や
す
い
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
屋
上
も
一
般
開
放
す
る
予
定
で
あ

り
、
屋
上
か
ら
は
芽
室
町
内
を
一
望
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
完
成
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
も
、

今
月
を
入
れ
２
か

月
間
し
か
現
庁
舎

で
活
動
で
き
ま
せ

ん
。現

庁
舎
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め

な
が
ら
、
残
り
の

時
間
を
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市

完成予想図

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�
下
水
道
接
続
を
！

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

■
剪
定
講
習
会
の
ご
案
内

会
員
と
一
般
の
方
を
対
象
に
剪
定
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

11
月
18
日（
水
）

	

８
時
30
分
～
16
時
30
分

	

（
悪
天
候
の
場
合
は
19
日
）

◆
場　

所　

藤
橋
地
内

■
お
正
月
前
に
襖
・
障
子
の
張
替
え
を

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
子
、
襖
、
網
戸
の
張

替
え
を
し
て
い
ま
す
。
年
内
の
張
替
え
は
、

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
仕
事
の
受
付

お
気
軽
に
お
電
話
に
て
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別　
　
　

＊
病
院
等
の
付
き
添
い　
　

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）　

＊
軽
作
業　
　

＊
社
内
清
掃　

■
会
員
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員
が
、
長

年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ

て
気
楽
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
現
在
の
人
手
不
足
分
野
】

・
剪
定

興
味
の
あ
る
方
は『
事
業
お
よ
び
入
会
説

明
会
』
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
》

■
日
時　
11
月
４
日（
水
）、
17
日（
火
）　

	

10
時
～
（
約
１
時
間
）

	
※
要
予
約

■
場
所　
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

	

２
階
会
議
室

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７
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皆さんは、リサイクルできる「資源」を「可燃ごみ」に分別して捨てていませんか？
可燃ごみの中には、リサイクルできる「資源」がたくさん混ざっています。下の表は、令和元年度に

西濃環境整備組合（揖斐川町を含む３市７町の燃えるごみの処理施設）に集積された「ごみ」の種類別
割合と成分です。� （単位：％）

ごみの種類別割合 ごみ成分

紙・布 ビニール
・合成樹脂 木・竹・わら 厨芥類

(生ごみ) 不燃ごみ その他 水分 灰分 可燃分

48.2 29.9 7.7 8.6 1.0 4.6 43.3 6.2 50.5

ごみの種類別割合から、「紙・布類」が「ごみ」として一番多く含まれていることがわかりますが、
この「紙・布類」には、リサイクル可能な「資源」が多く含まれています。

混ぜてしまえばただの「ごみ」として焼却されてしまいますが、適正に分別すれば「資源」として取
り扱うことができます。

いびがわエコドームでは、「紙・布類」以外にも、多くの資源を回収していますので、積極的にご利
用ください。

①�いびがわエコドームでは分別した資源の回収を行っています
回収品目 回収日 回収時間 搬入方法

古紙等（新聞・雑誌・ダンボール・布類・羽毛布団）

毎週火曜日
毎週日曜日

午前９時～
11時30分 個人持込方式

缶類（スチール・アルミ別）
ガラスびん（無色・茶・その他）

ペットボトル
プラスチック製・ 紙製容器包装

牛乳パック
白色トレイ

乾電池・蛍光灯・電球
インクカートリッジ
インクトナー

＊回収日時は変更する場合があります。毎月の「くらしのカレンダー」でご確認ください。

②�資源集団回収をご利用ください
資源集団回収とは、地域の自治会・PTA・NPO法人などが、古紙（新聞・雑誌・ダンボール）・古布

を集めて、資源回収業者に引き取ってもらう活動です。
いびがわエコドームと併せて、各地区の資源集団回収もご利用ください。

皆さんのリサイクルへの協力が、可燃ごみの削減と資源の確保に
つながります。ご理解とご協力をお願いします。

【お問い合せ先】
　揖斐川町役場　住民生活課　環境衛生係　℡22－2111

ごみの分別について

資源 を捨てていませんか？


